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イ
ニ
シ
ア
ル
コ
ス
ト
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
検
針
か

ら
集
金
、
回
収
ま
で
の
費
用

を
含
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
導
入

前
後
で
の
収
支
を
算
定
す

る
。
検
針
か
ら
集
金
、
回
収

ま
で
の
費
用
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｒ
導
入
前
が
ひ
と
月
で
１
件

６
３
５
円
な
の
に
対
し
、
導

入
後
は
２
４
４
円
で
済
む
。

こ
れ
に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
（
ひ
と
月
当
た
り
１
０
０

円
）
や
集
中
監
視
コ
ン
テ
ン

ツ
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

７
Ｒ
」
の
費
用
（
ひ
と
月
当

た
り
１
万
円
）
を
含
み
、
別

途
の
費
用
は
発
生
し
な
い
。

こ
の
た
め
節
減
額
は
１
件
当

た
り
３
９
１
円
に
な
る
。

　
こ
こ
か
ら
投
資
額
を
差
し

引
く
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、

１
件
当
た
り
ハ
ー
ド
代
を
１

万
１
千
円
、
工
事
費
を
５
千

円
と
し
て
い
る
。
こ
の
投
資

費
用
を
月
換
算
す
る
と
１
３

３
円
と
な
り
、
節
減
額
３
９

１
円
か
ら
１
３
３
円
を
差
し

引
く
と
、
現
状
よ
り
１
件
当

た
り
毎
月
２
５
８
円
の
コ
ス

ト
メ
リ
ッ
ト
が
出
る
。

　
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に

生
か
す
に
は
三
つ
の
ポ
イ
ン

ト
が
あ
る
。
１
点
目
は
Ｉ
ｏ

Ｔ
―
Ｒ
を
１
０
０
％
設
置
す

　
あ
る
企
業
に
お
け
る
家
庭

用
営
業
担
当
者
の
業
務
時
間

を
調
べ
て
み
る
と
、
機
器
販

売
や
新
規
獲
得
と
い
っ
た
提

案
や
営
業
活
動
が
占
め
る
割

合
は
９
・
６
％
に
過
ぎ
な

い
。
検
針
や
同
時
集
金
、
集

金
業
務
な
ど
の
定
型
業
務
に

33
・
２
％
、
代
金
回
収
に
６

・
７
％
を
費
や
し
て
い
る
。

顧
客
の
エ
リ
ア
密
度
が
低
い

こ
と
に
よ
る
移
動
も
21
・
２

％
あ
り
、
そ
の
４
分
の
１
は

営
業
活
動
だ
が
、
４
分
の
３

の
15
・
３
％
は
定
型
業
務
の

た
め
の
移
動
に
当
た
る
。
つ

か
か
る
費
用
は
ひ
と
月
当
た

り
合
計
１
４
０
円
で
、
10
年

間
で
１
億
６
８
０
０
万
円
に

な
る
。
回
収
費
用
は
、
通
常

回
収
が
10
年
間
で
１
億
１
５

５
０
万
円
。
不
履
行
回
収
の

費
用
は
、
連
絡
に
１
２
０
万

円
、
督
促
に
２
４
０
万
円
、

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
コ

ン
ビ
ニ
決
済
の
手
数
料
に
合

計
４
３
２
万
円
。
総
額
１
億

２
３
４
２
万
円
か
か
る
。

　
こ
れ
ら
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ

ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
の
利
用
料
１
２

０
万
円
を
加
え
る
と
、
総
額

１
億
２
４
６
２
万
円
に
な

る
。
検
針
、
請
求
の
費
用
１

億
６
８
０
０
万
円
を
加
え
る

と
検
針
、
請
求
、
回
収
の
総

費
用
は
２
億
９
２
６
２
万

円
、
１
件
当
た
り
ひ
と
月
２

４
４
円
と
な
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
の
セ
ッ
ト

導
入
に
よ
る
定
性
的
な
メ
リ

ッ
ト
を
紹
介
す
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ

―
Ｒ
を
導
入
す
れ
ば
、
検
針

を
自
動
化
し
、
分
計
機
能
の

あ
る
Ｐ
Ｒ
型
メ
ー
タ
ー
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
毎
日
・

毎
時
・
用
途
別
の
検
針
も
可

能
に
な
る
。
加
え
て
難
検
針

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の
投
資
効
果

を
大
枠
で
把
握
す
る
に
は
表

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
投
資
効
果
」

が
参
考
と
な
る
。
家
庭
用
顧

客
を
１
万
件
持
つ
デ
ィ
ー
ラ

ー
が
供
給
先
全
戸
に
Ｉ
ｏ
Ｔ

―
Ｒ
を
設
置
し
、
電
子
請
求

・
決
済
が
可
能
な
ア
プ
リ

「
ガ
ス
る
っ
く
」
を
80
％
導

入
し
た
と
想
定
す
る
。
10
年

間
で
算
出
す
る
と
、
総
投
資

額
は
３
億
４
４
０
０
万
円
で

あ
る
の
に
対
し
、
総
節
減
額

は
４
億
７
４
０
０
万
円
に
上

り
、
１
億
３
千
万
円
も
の
コ

ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
め

る
。
お
お
よ
そ
の
投
資
効
果

は
１
・
38
倍
、
償
却
年
数
は

７
・
３
年
と
な
る
。
総
投
資

額
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の
ハ
ー
ド

１
万
１
千
円
、
工
事
費
５
千

円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
月

間
１
０
０
円
が
主
な
も
の

で
、
こ
の
３
項
目
の
合
計
は

２
億
８
千
万
円
と
試
算
さ
れ

る
。
現
実
的
に
は
、
償
却
年

数
は
７
・
３
年
か
ら
さ
ら
に

短
縮
で
き
る
。

　
節
減
額
４
億
７
４
０
０
万

円
の
内
訳
は
、
検
針
費
が
１

件
１
０
０
円
か
か
り
、
滞
納

に
よ
る
開
閉
栓
は
滞
納
者
が

３
０
０
件
（
３
％
）
あ
っ
て

閉
開
栓
の
出
動
業
務
費
で
１

件
当
た
り
５
千
円
か
か
る
と

仮
定
す
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
検
針
費

と
滞
納
対
応
分
で
合
計
３
億

円
の
節
減
に
な
る
。
こ
れ
に

配
送
合
理
化
効
果
や
事
務
所

統
合
な
ど
に
よ
る
経
費
削
減

が
加
算
さ
れ
る
。
直
売
１
万

３
千
件
の
企
業
が
70
％
程
度

テ
レ
メ
を
導
入
し
た
段
階

で
、
配
送
員
２
人
の
削
減
が

可
能
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
参
考
に

す
れ
ば
、
９
６
０
０
万
円
の

削
減
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を
全
顧

客
の
70
％
以
上
に
設
置
し
て

ゴ
ー
ル
ド
保
安
認
定
事
業
者

の
認
定
を
取
る
こ
と
で
、
事

業
所
の
統
合
化
も
で
き
る
。

１
万
件
に
供
給
し
て
い
て
５

カ
所
の
事
業
所
が
あ
っ
た
と

し
て
、
１
事
務
所
を
統
合
す

れ
ば
年
間
６
０
０
万
円
、
10

年
間
で
６
千
万
円
程
度
の
経

費
削
減
が
可
能
と
な
る
。

　
以
上
が
お
お
よ
そ
の
経
営

メ
リ
ッ
ト
の
試
算
値
だ
が
、

現
実
の
検
針
、
請
求
、
回
収

に
か
か
る
費
用
を
詳
細
に
調

べ
て
み
る
と
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ

の
経
営
効
果
は
こ
の
数
値
よ

り
は
る
か
に
大
き
い
。

　
検
針
か
ら
請
求
、
回
収
ま
で
の
業
務
に
か
か
る
負
担
と
費
用
は

大
き
く
、
こ
れ
ら
を
改
善
す
る
こ
と
は
明
確
な
経
営
上
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
む
。
東
洋
計
器
（
本
社
・
松
本
市
、
土
田
泰
秀
社
長
）
の

実
地
調
査
に
基
づ
く
試
算
に
よ
る
と
、
家
庭
用
顧
客
１
万
件
を
持

つ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
が
、
検
針
か
ら
回
収
ま
で
の
業
務
に
10
年
間

で
か
け
る
費
用
は
７
億
６
１
０
０
万
円
に
上
る
。
こ
の
費
用
の
抑

制
に
、
同
社
の
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
対
応
の
送
信
機
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
」
は
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
。
全
戸
導
入
す
る
こ
と
で
４
億
６
８
０
０
万

円
も
の
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
と
試
算
さ
れ
る
。
加
え
て
こ
れ

ら
の
コ
ス
ト
削
減
分
は
社
員
に
よ
る
業
務
が
65
％
を
占
め
る
こ
と

か
ら
、
社
員
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
で
き
、
そ
の
余
力
を
顧
客
創

出
や
ガ
ス
需
要
拡
大
な
ど
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

具
体
的
な
試
算
例
な
ど
を
も
と
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の
導
入
が
も
た

ら
す
効
果
を
紹
介
す
る
。

顧
客
・
需
要
創
出
へ

マ
ン
パ
ワ
ー
引
き
出
す

コストと
労力削減

プ
リ
ペ
イ
ド
や

「
ガ
ス
る
っ
く
」 

料
金
完
全
回
収
へ

「
短
期
に
全
戸
」で
最
大
に

導入効果

る
こ
と
。
過
大
な
検
針
・
請

求
・
回
収
の
費
用
を
大
幅
に

削
減
で
き
る
た
め
、
な
る
べ

く
短
期
間
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を

１
０
０
％
設
置
し
た
方
が
経

営
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
２

点
目
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
と
セ
ッ

ト
で
電
子
請
求
・
電
子
決
済

が
可
能
な
ガ
ス
る
っ
く
に
完

全
移
行
さ
せ
、
紙
で
の
請
求

を
有
償
化
し
て
い
く
こ
と
。

ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を
活
用

し
た
プ
リ
ペ
イ
ド
・
シ
ス
テ

ム
の
導
入
も
完
全
回
収
に
有

効
だ
。
３
点
目
は
負
担
軽
減

で
生
ま
れ
た
社
員
の
余
力
を

顧
客
創
出
や
ガ
ス
暖
房
拡

販
、
電
化
の
切
り
替
え
に
注

ぐ
こ
と
だ
。

　
本
例
は
実
測
に
基
づ
い
た

一
例
で
、
当
然
各
社
に
よ
っ

て
本
試
算
値
は
変
化
す
る
。

定
型
業
務
か
ら
社
員
解
放

提
案
営
業
時
間
を
拡
大

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
に
よ
る
検
針

か
ら
請
求
、
回
収
ま
で
の
費

用
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
導
入
前
後

で
計
算
す
る
。
本
例
の
場
合

は
検
針
の
80
％
を
外
注
、
20

％
を
社
員
が
担
っ
て
い
る
。

件
数
に
す
る
と
外
注
が
８
千

件
、
社
員
に
よ
る
検
針
が
２

千
件
と
な
る
。
外
注
の
場
合

は
１
件
当
た
り
検
針
費
に
１

０
０
円
、
車
の
償
却
や
保

険
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
の
経

費
に
20
円
か
か
る
。
社
員
の

検
針
費
は
人
件
費
か
ら
換
算

す
る
と
１
件
３
０
０
円
。
こ

れ
ら
を
合
算
す
る
と
10
年
間

で
総
額
２
億
１
７
０
０
万
円

に
な
る
。
検
針
・
請
求
業
務

で
１
件
当
た
り
、
ひ
と
月
平

均
１
８
１
円
の
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
い
る
。

　
費
用
が
さ
ら
に
か
さ
む
の

が
回
収
業
務
だ
。
こ
の
ケ
ー

ス
で
は
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
が
89
％
、
検
針

時
の
同
時
集
金
が
６
％
、
別

途
社
員
が
集
金
に
行
く
の
が

４
％
、
コ
ン
ビ
ニ
決
済
が
１

％
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
細
か

く
積
算
し
て
い
く
と
、
10
年

間
の
通
常
回
収
費
用
は
２
億

３
５
０
０
万
円
か
か
る
。

　
さ
ら
に
一
度
で
回
収
で
き

な
い
顧
客
が
本
例
で
は
３
・

７
％
存
在
す
る
。
不
履
行
の

連
絡
は
電
話
や
郵
送
が
伴
う

た
め
、
10
年
間
で
７
８
３
万

円
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
督

促
に
は
１
２
３
０
万
円
か
か

る
。
さ
ら
に
閉
栓
業
務
の
コ

ス
ト
な
ど
を
加
え
た
回
収
費

は
、
総
額
５
億
４
４
５
０
万

円
と
膨
大
に
な
る
。
ひ
と
月

に
換
算
す
る
と
督
促
・
回
収

業
務
で
１
件
４
５
４
円
か
か

っ
て
い
る
。

　
以
上
、
検
針
か
ら
請
求
、

回
収
ま
で
の
業
務
に
か
か
る

費
用
を
す
べ
て
足
す
と
７
億

６
１
５
８
万
円
で
、
１
件
当

た
り
ひ
と
月
平
均
６
３
５
円

か
か
っ
て
い
る
。
う
ち
社
員

の
稼
働
に
か
か
る
経
費
は
65

・
１
％
、
外
注
が
34
・
９
％

と
な
り
、
社
員
へ
の
負
担
の

大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
続
い
て
こ
の
会
社
に
Ｉ
ｏ

Ｔ
―
Ｒ
と
電
子
請
求
・
決
済

が
で
き
る
ガ
ス
る
っ
く
を
１

０
０
％
導
入
し
た
ケ
ー
ス
を

想
定
し
て
、
効
果
を
計
算
す

る
。
電
子
請
求
・
決
済
に
な

じ
ま
な
い
ユ
ー
ザ
ー
に
は
紙

で
請
求
し
、
必
要
経
費
は
実

費
請
求
す
る
と
仮
定
す
る
。

　
こ
の
前
提
で
１
件
当
た
り

の
ひ
と
月
に
か
か
る
コ
ス
ト

は
、
遠
隔
検
針
と
集
中
監
視

の
費
用
を
含
む
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
１
０
０
円
、
電
子

請
求
の
ガ
ス
る
っ
く
の
利
用

料
が
40
円
。
検
針
・
請
求
に

検
針
・
請
求
・
回
収
費
を
極
小
化

ま
り
業
務
時
間
の
約
55
％

は
、
検
針
や
集
金
の
た
め
の

仕
事
と
分
析
で
き
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
と
ガ
ス
る
っ

く
の
運
用
が
可
能
な
Ｉ
ｏ
Ｔ

―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
を
セ
ッ

ト
で
導
入
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
業
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

社
員
の
力
を
顧
客
の
開
拓
や

販
売
、
電
化
の
切
り
替
え
に

注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
遠
隔

検
針
を
つ
け
る
と
顧
客
接
点

が
減
る
と
危
惧
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
検
針
業
務
中
に

確
保
で
き
る
顧
客
接
点
の
時

間
は
限
ら
れ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｒ
を
導
入
す
れ
ば
営
業
機
会

や
接
点
機
会
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
活
用
で
き
る
。

ま
た
、
用
途
別
に
分
計
で
き

る
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
「
Ｐ

Ｒ
型
」
を
活
用
し
た
「
新
・

料
金
メ
ニ
ュ
ー
」
に
よ
る
ガ

ス
器
具
拡
販
の
成
功
事
例
も

多
く
あ
る
。
従
来
以
上
に
密

度
の
濃
い
顧
客
と
の
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
と
な
る
。

　
社
員
の
定
型
業
務
を
分
析

す
る
と
大
変
な
負
担
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
解
消
す
る
の
に

Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
は
極
め
て
有
効

な
道
具
に
な
る
。
感
染
症
の

拡
大
で
、
家
庭
内
に
入
る
業

務
の
難
し
さ
も
増
し
て
い

る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を
取
り
入

れ
、
顧
客
に
必
要
な
こ
と
を

伝
え
つ
つ
、
社
員
の
余
力
を

ど
う
活
用
し
て
い
く
か
が
今

後
の
カ
ギ
を
握
る
。

最適配送 機器拡販も

分計データを有効活用
の
解
消
や
、
経
費
の
削
減
と

人
的
資
源
の
有
効
活
用
に
つ

な
が
り
、
数
値
以
上
の
導
入

効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

非
接
触
検
針
の
価
値
は
高
ま

っ
て
い
る
。
い
ち
早
く
Ｉ
ｏ

Ｔ
―
Ｒ
を
導
入
し
た
日
通
商

事
（
本
社
・
東
京
）
で
は
、

供
給
先
に
訪
問
し
に
く
い
環

境
下
で
非
接
触
検
針
が
活
躍

し
た
と
い
う
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
と
一
連
の
ソ

フ
ト
を
運
用
す
る
こ
と
で
、

商
売
の
入
り
口
の
検
針
か
ら

出
口
の
電
子
請
求
や
電
子
決

済
ま
で
、
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル

化
で
き
る
。
配
送
の
合
理
化

や
高
齢
者
の
見
守
り
、
取
得

し
た
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
も

可
能
で
、
大
き
な
経
営
効
果

を
も
た
ら
す
。

　
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
の
コ
ン

テ
ン
ツ
の
一
つ
で
あ
る
「
配

送
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
ア
プ
リ
」
は
、

毎
日
・
毎
時
・
用
途
別
の
検

針
情
報
を
活
用
し
、
地
図
上

で
配
送
ル
ー
ト
を
自
動
検
索

し
て
最
適
な
ル
ー
ト
を
構
築

す
る
。
季
節
変
動
や
需
要
変

動
に
対
応
し
、
予
測
精
度
が

高
ま
る
。
加
え
て
ベ
テ
ラ
ン

配
送
員
の
仕
事
を
ト
レ
ー
ス

す
る
た
め
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継

承
や
仕
事
の
標
準
化
が
可
能

と
な
る
。
ま
た
、
容
器
内
の

ガ
ス
残
量
が
見
え
る
化
さ
れ

各
供
給
先
の
ガ
ス
が
何
日
も

つ
か
も
分
か
る
。
少
量
消
費

世
帯
へ
の
配
送
を
夏
季
に
集

中
さ
せ
、
繁
忙
期
の
冬
場
は

中
量
以
上
の
消
費
世
帯
に
専

念
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ガ
ス
る
っ
く
は
ユ
ー
ザ
ー

向
け
の
ウ
ェ
ブ
請
求
ア
プ
リ

で
、
料
金
明
細
や
ガ
ス
使
用

量
の
表
示
、
通
知
や
案
内
の

送
付
、
保
安
点
検
の
日
程
調

整
な
ど
を
、
端
末
を
通
じ
て

行
え
る
。
「
ｅ
ガ
ス
チ
ケ
ッ

ト
」
と
セ
ッ
ト
で
利
用
す
る

こ
と
で
、
紙
の
請
求
書
を
電

子
請
求
に
移
行
さ
せ
ら
れ
、

顧
客
の
利
便
性
も
高
め
ら
れ

る
。
導
入
を
進
め
る
な
か
で

紙
の
請
求
書
の
発
行
に
費
用

を
取
る
形
に
す
れ
ば
、
さ
ら

に
経
営
効
果
が
増
す
。

　
Ｐ
Ｒ
型
メ
ー
タ
ー
は
Ｉ
ｏ

Ｔ
―
Ｒ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
ガ
ス
機
器
の
拡
販
に

力
を
発
揮
す
る
。
用
途
別
検

針
が
可
能
と
な
る
た
め
、
例

え
ば
ガ
ス
暖
房
の
単
価
だ
け

値
下
げ
し
て
料
金
を
設
定
す

る
な
ど
し
て
機
器
の
拡
販
を

図
れ
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を
１
０
０
％

設
置
す
る
こ
と
で
、
全
戸
で

同
日
・
同
時
刻
に
検
針
が
で

き
、
料
金
算
定
の
基
準
日
を

統
一
し
て
売
り
上
げ
の
期
ズ

レ
が
防
げ
る
。
加
え
て
機
器

販
売
後
に
、
昨
年
と
比
較
し

て
ど
れ
だ
け
ガ
ス
需
要
が
増

加
し
た
か
詳
細
な
数
字
も
把

握
で
き
る
。

　
保
安
高
度
化
の
面
は
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
―
Ｒ
は
顧
客
に
ガ
ス
の

安
心
感
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と

し
て
活
躍
が
見
込
め
、
10
年

間
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で

運
用
し
や
す
い
。
50
％
以
上

の
導
入
で
認
定
販
売
事
業
者

の
条
件
を
満
た
せ
ば
30
分
ル

ー
ル
が
緩
和
さ
れ
、
商
圏
が

半
径
40
～
60
㌔
㍍
に
広
が

る
。
商
圏
拡
大
に
伴
い
複
数

拠
点
で
の
夜
間
体
制
を
輪
番

制
に
改
め
る
こ
と
な
ど
で
、

労
働
環
境
の
改
善
に
も
寄
与

す
る
。

　
高
齢
者
元
気
情
報
の
取

得
、
い
わ
ゆ
る
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
す
る
。
既
に
長

野
県
の
一
部
で
運
用
し
て
い

る
。
電
力
メ
ー
タ
ー
は
待
機

電
力
が
あ
る
た
め
見
守
り
サ

ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
の
に
一

工
夫
い
る
が
、
ガ
ス
で
火
を

つ
け
る
の
に
は
必
ず
人
の
意

思
が
働
く
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界

に
広
ま
れ
ば
、
他
の
業
界
に

な
い
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
提
供
で
き
る
。

「ＩｏＴ－Ｒ」が生み出すメリット


